
荒
木
又
吉 

さ
ん

す
ご
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？！

七
尾
市
長
寿
第
２
位

「
家
に
い
た
ら
、家
族
に
迷
惑
を
か
け
る   

だ
か
ら
、外
に
出
か
け
る
ん
や
」

ひと人ヒト
hito hito hitoMatakichi  Araki

（104歳）

上右／草刈機のエンジンをかける荒木さん。上左／昼
食をおいしそうに食べる荒木さん。下／裏山での散歩
の途中、木に話しかける荒木さん。

　こんな高齢者を見たことがありま
すか!?七尾だけではなく、全国でも
こんなに元気なおじいちゃんはなか
なかいないのでは。
　荒木さんは、明治40年９月21日
生まれ。104歳になったばかり。
104歳になった今でも、体の衰えを
知らない。
 「家にいたら、家族に迷惑をかけ
る。自分のことは自分でやることが
基本。自分のことではなくても、自
分がやることで周りの人が助かるの
であれば、やらないと」と家族や周
囲の人たちへの気配りを忘れない。
　取材した日の最高気温は34℃。
それにもかかわらず、草が気にな
り、自分で草刈機のエンジンをか
け、草を刈る。「昨日は、家の向

いにある上
う わ の や ま

野山に、草刈機を持って
登ってきた。そこには昔植えた木を
見に行くんや。その木に、手を当て
て話しかけるんや。お前もがんばっ
たなぁと。そしたら、木も応えるん
や。又吉さん、まだまだがんばって
くださいなと言うから、がんばらな
と思い、その木の周りの草を刈って
きた」と日本昔話にあるようなおも
しろい話をする荒木さん。
　食欲も旺盛。嫌いなものはない。
昼食にはご飯を山盛りにして、家族
が作った料理をおいしそうに食べ
る。まさに超人だ。私自身がこの取
材で元気をもらった。　
　皆さんはどうですか？荒木さんを
見て、元気をもらった気がしません
か？

（
深
見
町
）
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「
都
会
は
モ
ノ
が
あ

ふ
れ
て
い
る
か
ら
何

も
見
え
な
く
な
る
。

自
分
の
存
在
も
埋
も

れ
て
し
ま
う
よ
う
な

気
が
し
て
」
と
話
す

中
島
さ
ん
は
、
東
京

で
の
学
生
生
活
後

に
、
ふ
る
さ
と
七
尾
へ
。
現
在
は
、
の
と

共
栄
信
用
金
庫
本
店
に
勤
め
て
４
年
目
。

「
ま
だ
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
け
ど
、
後
輩
も

で
き
た
の
で
、
教
わ
る
立
場
と
教
え
る
立

場
が
あ
っ
て
」
と
少
し
戸
惑
い
も
み
せ
る
。

そ
れ
で
も
「
七
尾
で
育
っ
た
の
で
、
七
尾

に
帰
り
た
か
っ
た
。
地
域
に
根
付
い
た
企

業
で
働
き
た
か
っ
た
」
と
現
在
の
職
を
選

ん
だ
こ
と
に
胸
を
張
る
。
主
に
徳
田
地
区

と
高
階
地
区
を
担
当
し
、「
近
く
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

が
な
い
の
で
、
高
齢
者
か
ら
よ
く
呼
ん
で

い
た
だ
け
て
」
と
忙
し
い
毎
日
を
送
る
。

休
日
は
会
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

サ
ッ
カ
ー
（
所
属
チ
ー
ム
：
七
尾
レ
ッ
ド

バ
ー
ズ
）
で
汗
を
流
す
。
将
来
は
「
幸
せ

な
家
庭
を
築
い
て
落
ち
着
き
た
い
」
と
話

し
、「
若
い
の
に
落
ち
着
き
過
ぎ
と
お
客
さ

ん
か
ら
よ
く
言
わ
れ
て
（
笑
）」
と
漏
ら
す
。

一
方
で
、「
自
分
は
目
立
ち
た
が
り
。（
こ

の
コ
ー
ナ
ー
に
）紹
介
さ
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
も
。
こ
れ
か
ら
地
域
で
ど
う
『
目

立
つ
』
の
か
が
楽
し
み
だ
。

「
夫
と
は
東
京
で
知
り
合
い
結
婚
し
て
ね
。

結
婚
３
年
目
の
と
き
に
七
尾
に
来
た
の
。

も
う
42
年
も
た
つ
ん
だ
か
ら
、野
沢
の
話
っ

て
言
わ
れ
て
も
ね
え
」
と
明
る
く
ハ
キ
ハ

キ
話
す
三
井
さ
ん
。

七
尾
に
来
た
ば
か
り
の
第
一
印
象
は「
野

沢
の
風
は
爽
や
か
な
の
に
、
家
が
海
に
近

い
関
係
で
、
潮
風
だ
か
ら
肌
が
べ
と
つ
い

て
ね
。
最
初
は
嫌
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
七

尾
っ
て
感
じ
で
違
和
感
が
な
く
な
っ
た
わ

よ
」
と
海
が
な
い
野
沢
温
泉
村
で
育
っ
た

三
井
さ
ん
に
は
、
は
じ
め
は
七
尾
で
の
生

活
に
抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

今
は
す
っ
か
り
七
尾
人
。
こ
れ
ま
で
に

農
協
の
婦
人
部
長
や
公
民
館
の
福
祉
推
進

員
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
域
に
頼
ら
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
る
。

「
歳
が
い
く
と
、
故
郷
の
想
い
入
れ
が
強

く
な
っ
て
ね
。
早
く
北
陸
新
幹
線
に
乗
っ

て
、
故
郷
に
行
く
の
が
一
番
の
楽
し
み
」

と
故
郷
の
想
い
も
忘
れ
な
い
。

三み

つ

い井　
美み

と

こ

登
子 

さ
ん

（
70
歳
・
中
島
町
笠
師
）

出
身
地　

長
野
県
野
沢
温
泉
村

Nanao People  Now

このコーナーでは、県外から市内へ転入された人
の声を紹介します。

このコーナーでは、まちのフレッシュさんをリレー方式で紹介し
ます。中島さんは前回の沢井さんの紹介です。

中
な か し ま

島　英
え い ご

吾さん

(26歳・矢
田新町）
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